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１．（仮称）地域活性化発信交流拠点基本計画について

１

１-１．趣旨及び目的

（仮称）地域活性化発信交流拠点整備の具体化に向け、基本方針・基本コン

セプト、導入施設、規模、配置計画等をとりまとめた基本計画を策定すること

を目的とする。

１-２．これまでの経緯

これまで（仮称）地域活性化発信交流拠点基本計画策定に向けて、以下の項目

を検討した。

１-３．利用ニーズ調査の実施概要

本拠点の利用者となっていく町民・周辺住民あるいは観光客などを対象に潜

在するニーズを明らかにし、ターゲット分析や機能の検討に活かすことを目的

として５つの利用ニーズ調査を実施した。

令和６年３月に開通した関越自動車道三芳スマートインターチェンジのフルイ

ンター化を契機として、新たな事業展開や交流の促進を図り、町のイメージ向上

をめざす情報発信機能や、地域の多業種が連携した活力創生につながる商業機能

を併せ持つ、（仮称）地域活性化発信交流拠点の整備推進を図る。

三芳町第６次総合計画（令和６年４月）

前提条件の整理・基本方針の検討

利用ニーズ調査

導入機能及び施設規模の検討

配置計画の作成

概算事業費の算出

事業手法及び民間活力導入可能性調査

地域振興方策等の検討

事業スケジュール検討

基本計画（案）

１-４．１０個の導入機能

本拠点に求められる導入機能は以下の10個が挙げられる。

Webアンケート調査

対象：①日常的な利用が想定される方（町民・周辺住民）②観光・長距離移動での利用が想定される方

物販機能

情報発信機能

飲食機能

レクリエーション機能

地域振興機能

子育て支援機能

休憩機能

体験機能

三芳PA利用者アンケート調査

対象：三芳PA利用者（①上り線 ②下り線）

周辺住民アンケート調査

対象：町民周辺住民

農業者アンケート調査

対象：町内農業従事者

子育て世代アンケート調査

対象：町内の幼稚園および保育園通園児の保護者、本拠点計画地域内の小学校に通学する保護者

交通結節機能 防災機能



１．（仮称）地域活性化発信交流拠点基本計画について

２

１-５．導入機能に対する施設 １-７．今後のスケジュール

民間活力を導入した事業手法における事業スケジュールを示す。

１-６．配置計画図

本拠点の配置計画図を示す。

本拠点で想定する導入機能および方針を以下に示す。

機能 導入施設 機能 導入施設

１ 地域振興機能

研修室

6 農業・里山体験機能

平地林（雑木林）

農と健康のミュージアム（仮
称）（没入型シアター含む）

多目的広場

インビテーションセンター

７
レクリエーション機
能

芝生広場

研究拠点（三産学融合拠点） 大型遊具

２ 子育て支援機能
24時間ベビーコーナー せせらぎ

キッズスペース 温浴施設

３ 飲食機能 農家レストラン 屋根あり休憩所

４ 休憩機能

トイレ 展望台

コミュニティスペース（無料
休憩所）

８ 情報発信機能 情報発信施設

駐車場（小型車157台、大型車
17台）

９ 交通結節機能 バス停留所

５
物販・アンテナ
ショップ機能

農産物直売所、水産物販売所、
アンテナショップ

10 防災機能 非常用電源

その他
EV充電ステーション

調整池



① 背景と目的

② 求められる導入機能

１．（仮称）地域活性化発信交流拠点基本計画について

１-８．分担型整備案

⚫ 三芳ＰＡ隣接の約４.５ｈａ敷地を活用した地域活性化拠点を計画

⚫ 利用ニーズ調査等に基づき「発信・体験・交流」の場を構想

⚫ 第６次総合計画において上富小学校・農業センター・旧島田家住宅を中心と

した上富地域拠点の位置づけがなされている。

⚫ 令和７年２月：学校再編等審議会が上富小学校→三芳小学校統合を答申

上富地域拠点の現状を踏まえた（仮称）地域活性化発信交流拠点のあり方につい

て、「一体型整備」の施設や機能を活かしつつ、上富小学校の有効活用を図る観

点から、機能を分担する「分担型整備」について検討整理する。

３

③ ゾーニング図

三芳スマートIC隣接拠点と上富地域拠点の二つの拠点で機能分担した場合の

導入機能を以下に示す。
表 求められる導入機能

以下に、三芳スマートIC隣接拠点と上富地域拠点の分担型整備のゾーニング

図を示す。

分担型整備 規 模

本拠点 2 ～ 2.5 ha

上富地域拠点 （上富小学校のみ） 1.1 ha

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０



２．整備の方向性について

２-１．一体型整備と分担型整備の比較

一体型整備と分担型整備（「三芳スマートＩＣ隣接拠点」と「上富地域拠点」）について、事業費、導入機能、施設整備、事業効果、事業期間の比較を行った。

一体型整備と分担型整備について、比較をした結果、事業費の縮減が図られる「分担型整備」の方向性で進めるものとする。

４

項目 細目 
分担型整備案 

一体型整備案 
三芳スマート IC隣接拠点 上富地域拠点 

事業費 全体事業費 約 28～30億円 約 45～50億円 

 

 

建設費 約 23～25億円 

・地域振興施設（約 1,800㎡）  

地域振興施設の規模を軽減できる 

・展望台は小学校屋上で代替できる 

・造成外構費             

面積 2.5ha 

2.5ha調整池容量（約 3,400㎥） 

・駐車場整備費            

約 5億円 

・上富小学校改修費  

小学校の既存建物を活用できる 

 

 

約 45～50億円 

・地域振興施設（約 2,500㎡）  

・展望台                

・温浴施設               

・造成外構費            

面積 4.5ha 

4.5ha調整池容量（約 6,000㎥） 

・駐車場整備費            

 用地費 ・約 2.5haの用地取得費 ― ・約 4.5haの用地取得費 

導入機能  

１．地域振興機能 

求められる導入機能は 2拠点に分担し、満足させる。 ◎重視機能 ○補完機能  

 

 

 

 

基本計画に記載した 10の求められる導入機能を満足させる。 

 

○（農と健康を発信するシアター） ◎ 

２．子育て支援機能 ○（ベビーコーナー） ◎ 

３．飲食機能 ◎ ○（飲食機能） 

４．農業・里山体験機能 ○（平地林（雑木林）） ◎ 

５．物販・アンテナショップ機能 ◎ ○（物販機能） 

６．休憩機能 ◎ ○（コミュニティスペース） 

７．レクリエーション機能 ○（屋根付き休憩所） ◎ 

８．情報発信機能 ◎ ○（コミュニティスペース） 

９．交通結節機能 ◎ ○（既存機能（路線バス）を利用） 

１０．防災機能 ◎ ◎（既存施設を利用） 

利便性 利便性 ・双方の拠点を結ぶための交通手段（ソフト（案内・誘導）・ハード（バス・自転

車等））が必要 

・一つの敷地に機能集約できる 

事業効果 集客性 ・前面交通量（スマート IC利用交通

量）より試算した年間想定入込客数約

52万人 

※今後詳細検討 ・前面交通量（スマート IC利用交通量）より試算した年間想

定入込客数約 52万人 

収益性 ・収益施設（物販、飲食） 

 

・導入機能に応じた収益 

・収益施設（温浴） 

・収益施設（物販、飲食、温浴）による収益 

供用時期 供用時期 令和 12年供用開始予定 － 令和 12年供用開始予定 

 



２．整備の方向性について

２-２．整備の進め方

令和７年度はSIC隣接拠点の整備計画を進める。また、上富地域拠点は学校設置条例変更後に基本計画を作成する予定である。

５

Ｒ７年度

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

SIC

隣
接
拠
点

上
富
地
域
拠
点

整備計画（R7業務計画）
・前提条件の整理 ・サウンディング調査
・民間活力導入可能性調査・需要予測
・導入機能及び施設規模 ・配置計画の作成
・概略設計 ・概算事業費の算出
・事業スケジュールの検討

・各種協議
（埋蔵文化財包蔵地調査、農転事前協議等）

・地形測量

基本計画

教
育
委
員
会

学
校
再
編
計
画(

案)

学
校
設
置
条
例
変
更

学
校
再
編
計
画
策
定



２．整備の方向性について

（参考）道の駅とは 出典：国土交通省HP

国土交通省は、以下の状況を背景として、道路利用者のための「休憩機能」、

道路利用者や地域の方々のための「情報発信機能」、そして「道の駅」をきっ

かけに町と町とが手を結び活力ある地域づくりを共に行うための「地域の連携

機能」の３つの機能を併せ持つ休憩施設「道の駅」の制度が誕生した。

６

⚫ 長距離ドライブが増え、女性や高齢者のドライバーが増加するなかで、道

路交通の円滑な「ながれ」を支えるため、一般道路にも安心して自由に立

ち寄れ、利用できる快適な休憩のための「たまり」空間が求められている。

背景１

⚫ 人々の価値観の多様化により、個性的でおもしろい空間が望まれており、

これら休憩施設では、沿道地域の文化、歴史、名所、特産物などの情報を

活用し多様で個性豊かなサービスを提供することができる。

背景２

⚫ さらに、これらの休憩施設が個性豊かなにぎわいのある空間となることに

より、地域の核が形成され、活力ある地域づくりや道を介した地域連携が

促進されるなどの効果も期待される。

背景３

①「道の駅」の目的

②「道の駅」の基本コンセプト ③「道の駅」の施設配置

⚫ 道路利用者への安全で快適な道路交通環境の提供

⚫ 地域の振興に寄与

④「道の駅」の整備主体と整備方法

⑤「道の駅」の登録要件

今回該当



３．検討内容について

３-１．検討の流れ

整備計画

(１) 前提条件の整理・整備方針の検討

(２) 需要予測

(９) 事業企画の検討

(４) 導入機能及び
施設規模の検討

(６) 配置計画の作成

(７) 概算事業費の算出

(１１) 事業スケジュールの検討

整備計画 策定

検討委員会

❶ 基本計画書 ❷ 整備の方向性
❸ 検討体制

第１回 検討委員会（７月１日）

第２回 検討委員会（８月２７日予定）

❶ 前提条件の整理・整備方針の検討 ❷ 需要予測
❸ 導入機能及び施設規模
❹ サウンディング調査（概要）

第３回 検討委員会（１０月予定）

❶ サウンディング調査
❷ 配置計画（案） ❸ 事業採算性・事業手法
❹ 概算事業費

第４回 検討委員会（１２月予定）

❶ 配置計画 ❷ 事業手法
❸ 事業企画 ❹ 整備効果 ❺ 事業スケジュール

第５回 検討委員会（１月予定）

❶ 整備計画書（案）

パブリックコメント

(１２) 整備計画（案）

(８) 概略設計

７

(１０)整備効果の検討

(５）事業採算性の検討
事業手法の検討

(３) サウンディング調査・

民間活力導入可能性調査


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8

